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自閉症者地域生活支援センターなないろ

2024年度も半分が過ぎ、残り半分になりました。

10月からいろいろなものの物価もあがり、郵送料も金額アップしました。

なないろでは10月からヘルパーステーションAina（あいな）がスタート

（※旧ぽけっと東エリア）して、心機一転です。

なないろオンラインセミナー

2025年、新年はじめはオンラインセミナーです。

2年前に開催して、大変好評をいただきましたセミナーの第二弾を新年早々開催します。今回は全編録画配信で行い

ます。生活介護、グループホーム、行動援護、相談の各部署からの報告やなないろのスタンスについてのお話などを発信

する予定です。

詳細は下記をご確認ください。みなさまの申込をお待ちしております。

今年もやります！オンラインセミナー
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この度、10月1日より、「パーソナルサポートセンターぽけっと」の一部（なないろ内に事務所を置いているチーム）が分
離独立して、単独の事業所として稼働することとなりました。社会福祉法人はるにれの里として初の札幌市内の居宅介護
事業所が立ち上がりました！
ちなみに、Ainaはフィンランド語で「いつも」という意味です。
「いつも一緒」「いつも楽しく」「いつも一生懸命」と「いつも〇〇であっいいな」と思われる事業所になれるように頑張って
いきます。
外出場面は環境の変化が大きく、時に予測できないことが起こることもありますが、安全に継続的に外出を行っていく
ために、僕たちは外出先の社会資源を事前に見学したり、チームで計画を立てたり、組として事業所を超えて想いや課題
を共有します。
みなさんの一生懸命運動する姿。美味しそうに食事している姿。楽しそうに何かに取り組んだり、好きなものを見ている
姿。そんなステキな姿をいつも僕たちに見せてくれて本当に感謝しております。
今後も変わらず、Ainaをよろしくお願いいたします。                                                   （記 Aina管理者 中幡）

ぽけっと (東) がヘルパーステーションAina（あいな）になりました

「さっぽろ行動援護ネットワーク」

事務局として、札幌市内または近郊のヘルパー事業
所との交流や支援技術の向上のための勉強会など
を行なっております。ヘルパー事業所同士のつなが
りを深め、行動援護事業の支援体制基盤の一助と
なれたらと思っております。

他にもこんなことやってます

「札幌市自立支援協議会東区地域部会」

東区の地域部会の中で「強度行動障がい支援者育成モデル研修」を行って
おります。
昨年度より担当させていただき、年間５回実施しています。演習を中心とし
た研修で、福祉職だけではなく学校の先生や障がい当事者の方など毎回
30名前後の方が参加をしてくれています。

「札幌市行動援護人材育成モデル事業」

札幌市から委託を受けて、行動援護事業に特化した人材育成を目
的とした事業を行っています。
研修を行ったり、事業所に出向きコンサルテーションを行ったりす
ることで、行動援護事業の支援体制作りを行っています。

「行動援護従業者養成研修」

北海道から委託を受けて、事務局を担当しています。さっぽろ行動
援護ネットワークのみなさんにも協力してもらい、講師・インストラ
クターの養成も行っています。

▲ 札幌市行動援護人材育成モデル事業の
コンサルテーションの様子

▲ さっぽろ行動援護ネットワークの職場交換研修の様子

自立支援協議会の
研修案内

最近のTOPIC
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